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鮎川浜の「黄金時代」の古写真と 
浜の棟梁・鹿井清介
加藤　幸治・佐藤　麻南
1.　鮎川浜の「黄金時代」
三陸の南端に位置する宮城県石巻市牡鹿（おしか）地区。半島と離島とで構成されるこ
の地域は、黒潮と親潮が出会う世界屈指の漁場「石巻金華山沖」にほど近く、近代漁業の
最前線に位置する。明治中期まで、牡鹿半島の漁浦は、磯根漁業と網漁を中心とした地先
の漁業と、小規模な農業による半農半漁の生活であった。内湾が比較的大きく、少ないな
がらも平地を耕作できる小渕・給分浜と、荻浜、裏浜側に位置する寄磯浜、半島の先端に
近い十八成浜・鮎川浜といった集落はそうした生産基盤にあり、その他の浦々はより零細
で、離島は流刑地であった。
明治後期に入るとその様相は一変する。牡鹿半島は、近代捕鯨、遠洋漁業、大規模定置
網といった産業的な漁業によって、それまで想像もできないかたちで発展した。半島の入
り組んだ地形にはいくつもの捕鯨会社の事業所が進出し、大屋根の解剖場に付随して加工
場や肥料工場などが軒を連ねた。とりわけ鮎川港は、鯨油や鯨肥の製造を目的とした複数
の捕鯨会社の拠点となり、湾内には大型のキャッチャー・ボートがひしめき合っていた。
桟橋には食肉目的の沿岸捕鯨のためのミンク船や、金華山や石巻、離島をむすぶ客船が忙
しく出入りし、町には旅館や映画館、ダンスホール、バー、玉突場、料理屋、銀行、様々
な商店などが軒を連ねるほどの賑わいであった。離島は遠洋漁業の前線基地となり、他の
漁浦も遠洋漁業の餌をとるための漁業で活況を呈した。
その賑わいがピークに達したのは、一九五〇年代半ば、昭和二〇年代末期から三〇年代
である。戦後の食糧難の時代を支えることで大きく発展した捕鯨事業と、巨大資本の漁業
会社による世界の海での遠洋漁業、大謀網の伝統を引き継ぐ大規模定置網は、鮎川浜を大
いに発展させ、鮎川浜の人々にとっての “黄金時代”として記憶されている。
この時期、ひとびとの暮らしにカメラをむけた一人の若者がいた。この報告書で紹介す
る民俗写真を撮影した鹿井清介さんである。鹿井さんの家族は、仙台空襲から命からがら
逃れ、牡鹿半島の突端に位置するまさに寒村とよぶにふさわしい小集落、山鳥に居を構え
た避難民であった。そこから再出発して、親子二代にわたって大工として活躍し、住宅や
作業小屋などはもちろん、「唐桑御殿」に真っ向勝負して建てた邸宅まで、人々の信頼も
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篤い浜の大工である。
ひと息ついて “お茶っこ”中の大工の家族、沖ではたらく大謀網の網子たち、一攫千金
を夢見る捕鯨船の男たち、腰まで水に浸り旬のものを採る女たち、金華山の大祭でチョー
サイ !の掛け声とともに神輿を担ぐ男たち…。鹿井さんがカメラを向けたのは、ふつうの
人びとであった。当時の鮎川浜のエネルギーを、追体験できる一連の写真の魅力は、昭和
二九～三〇年に撮影された草創期の「鯨まつり」に凝縮されている。内容は、実に盛りだ
くさん。特大スターマインが捕鯨船越しに上がる花火大会、爆音を轟かせる捕鯨砲の模擬
射撃、鮎川浜の町ごとの婦人会の仮装行列や踊りの競演、そこに牡鹿半島の表浜、裏浜の
女性たちも参戦する、手作りのミス・コンテスト、演芸大会や歌謡ステージ、軒を連ねる
テキヤの物売りの呼び声。鹿井さんの写真には、数えきれない人びとが同じものを見て笑っ
ている顔が印象的である。鮎川浜の賑わいの絶頂期に、鹿井さんが撮影した写真は、
四〇〇枚を超える。
大学生たちが親しみを込めて「鹿井写真」と呼んできた、これらの写真は東日本大震災
後の復興まちづくりにおいて意味を持ち始めている。津波によって壊滅した町並みが、か
つてどのような姿であったか。「鹿井写真」は過去と現在を結びつける地域の賑わいのイ
メージのよりどころとして、中高年の世代にとっては懐かしい感慨を、若者にとっては新
鮮なおどろきを与えてくれる。
「鹿井写真」からの特徴は、写真による芸術を目指したものではなく、また戦後社会の
現実を切り取ろうというリアリズム写真でもない、現場の在りようを広く伝える使命を帯
びた報道写真でもない、つまり写真行為における思想に縛られていないところにある。奇
をてらった構図や、意図的に作り出したような躍動感とは無縁な表現で、親しい隣人や家
族のそのときを記録し、撮った写真を焼き増しして共有するためのコミュニケーション・
ツールとして、鹿井さんはカメラに親しんだ。東日本大震災後、筆者と大学生たちによる
鹿井写真と民具の民俗展示を被災地で何度も開催するなかで、人びとの多くが語ったこと
は、「鹿井さんがこんなに写真を撮っていたなんて知らなかった」というものであった。
新聞やテレビにとりあげられても決して奢らず、ましてや写真家をきどってみせるような
こともなく、鹿井さんは展示の来場者に対して楽しげに当時の様子を語りながら微笑む。
（加藤）
2.　「鹿井写真」を活用した復興キュレーション
東日本大震災では、人的被害のみならず、公的機関や博物館等に所蔵されていた歴史、
文化、自然に関するコレクション等も数多く被災した。資料を救援する被災文化財等救援
事業（文化財レスキュー事業）において、東北学院大学博物館は石巻市の旧牡鹿町が蓄積
してきた考古、民俗、地学の資料と、古文書や歴史の調査資料の救援、応急処置、整理作
31
鮎川浜の「黄金時代」の古写真と浜の棟梁・鹿井清介
業に大学生たちとともに従事し、その作業は現在も継続中である。石巻市鮎川で行われた
文化財レスキュー活動は、石巻市牡鹿公民館およびその文化財収蔵庫、おしかホエールラ
ンド（自然史と捕鯨の博物館）で行われ、地域史研究や『牡鹿町誌』の編纂事業によって
形成されたコレクションが、一部は津波で流失したものの、その大半が残された。地域の
文化資源を救援する文化財レスキュー活動に加え、学生たちのアイデアによる応急処置を
終えた被災資料の展示会や移動博物館、ワークショップ等を実施し、復興していく地域社
会に過去の文化や歴史の素材を提供したり、その面白さを提案したりする文化創造活動、
すなわち復興キュレーションを実施してきた。その活動において、文化財を復旧する作業
から、本格的な復興キュレーションに移行していく契機となったのが「鹿井写真」の “発見”
であった。
二〇一四年八月一日、わたしは被災地での民俗調査で連携
してきた北海学園大学人文学部の岩崎まさみ教授を講師に招
き、「鮎川における地域文化としての捕鯨」と題した公開講
演会を企画した（東北学院大学東北文化研究所公開学術講演
会）。この会場で出会ったのが震災当時の石巻市牡鹿総合支
所長で、退職後の現在は鮎川の風景を思う会の代表をされて
いる成澤正博氏であった。成澤氏は、現役時代に二〇〇七年
全国捕鯨フォーラムの石巻市への誘致にともない、地域住民
から牡鹿半島の古写真を収集していた。成澤氏は、それを使っ
て震災で失われた町がこれまで捕鯨を行なってきたことを地
域の子どもたちに見せて誇りを持たせたいという願望をもっており、さっそく学生たちと
写真の整理に取り掛かった。成澤氏が収集した写真のなかで「鹿井写真」はひときわ生き
生きと人々のくらしの営みを伝えていた。
そのときわたしたちは、鮎川浜の最大のイベントである牡鹿・鯨まつりへのお手伝いを
することになっており、捕鯨会社
の外房捕鯨の大壁孝之所長から、
東北学院大学の大学生にブースを
確保していただいていた。学生た
ちは、「鹿井写真」を使って、
二〇一四年一〇月五日開催の牡鹿
鯨まつりの会場で実施する、写真
展「底抜けに楽しい !　六〇年前
のクジラ祭り」を企画した。また、
宮城県慶長使節船ミュージアム
（サン・ファン館）で、写真展「古
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写真と民具で振り返る　捕鯨の町・鮎川」を二〇一四年
一〇月一一～二六日まで開催した。この展示は、加藤ゼ
ミ OGの中澤希望学芸員の協力のもと、捕鯨の最盛期で
もある昭和三〇年頃の捕鯨船と捕鯨会社の写真を展示し
た。
サンファン館での展示会場では、牡鹿半島の浜で被災
し石巻地区の仮設住宅に入居したり、石巻地区に転居し
たりしている方々と、展示会場でお話しすることができ
た。そのなかで、牡鹿半島では、浜にある実家に加え、
子どもが石巻市内の高校に通うタイミングで石巻市内に
も住宅やマンションを用意する人が少なからずいること
や、網地島や田代島といった離島から石巻市内に移住し
た人々の集住地域に、震災後の避難者も居住している場
合があることなどを知った。そして、牡鹿半島の鮎川浜
だけでなく、石巻地区内で展示をしてほしいという要望
もいただいた。そんな折、たまたま大学生らとともに昼
食のために訪れたイオンモール石巻で、店内のいくつも
の休憩所が浜の出身者のおしゃべりの場となっているの
を目にした。そこで、イオンモール石巻でのイベントを
企画して店舗側と交渉し、「牡鹿半島・思い出広場」と
題した展示を二〇一五年二月九日～一五日の日程で実施
することとなった。この会場のステージで実施したトー
クイベント「ayu café 鮎カフェ」は、鮎川の風景を思う
会の成澤氏とボランティア団体の Pikari支援プロジェク
トの遠藤太一氏とのトーク形式で、会場に来ていただい
た牡鹿半島の方々を巻き込んでおしゃべりをするイベン
トとして開催した。この展示には、のべ一五〇〇名が来
場し、多くの石巻地区在住の牡鹿半島出身者に楽しんで
いただいた。この展示をもとに作成した「鹿井写真」の
パンフレットが東北学院大学博物館編『鮎川浜の賑わ
い ─ よみがえる 60 年前の古写真帖 ─』（同館、
二〇一五年三月二〇日）であった。
二〇一五年八月九～一二日、石巻市牡鹿保健福祉セン
ター清優館を会場に文化財レスキュー企画展「金華山と
鮎川浜の歩んだ近代」を開催した。この展示では「鹿井
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写真」のなかから、とくに牡鹿半島沖にうかぶ神体島で
ある聖地・金華山への信仰や生活のかかわりを示す写真
と、戦前の絵葉書やガイドマップの資料、金華山の祭の
古写真と昭和中期のニュース映像などを展示した。
二〇一六年二月七～一一日、イオンモール石巻で二回
目となる展示「牡鹿半島・思い出広場」は、展示での聞
書きのデータをもとに企画した新たな展示であった。今
回の展示では、二〇一五年度のそれまでの展示会で集め
られた聞書きデータのなかからフィードバックするかた
ちで企画を進め、鮎川浜におけるスポーツと生活とのか
かわりにスポットを当てた。「鹿井写真」には、今では
信じられないほど盛大な運動会、そこで活躍するお父さ
んたち、女性たちが地区ごとに競い合って出す鯨まつり
のパレードでの踊り、十八成浜の海水浴場の賑わいなど、
人々のいきいきとしたくらしの営みをみることができ
る。この展示には期間中のべ八〇〇名余りの来場者があ
り、写真をもとにした多くのくらしのエピソードのデー
タを得ることができた。最終日には、イオンモール石巻
の太陽の広場の特設ステージを会場に、昭和三陸津波以
前の写真と「鹿井写真」を比較するという内容で「Ayu 
Café（鮎カフェ）」を開催した。この企画をパンフレッ
トにしたのが、東北学院大学博物館編『躍動する身体　
─ よみがえる 60 年前の古写真帖 II ─』（同館、
二〇一六年二月七日）
二〇一八年六月一三日（水）～七月九日（月）、石巻市
教育委員会と東北学院大学博物館の共催で、石巻市指定
文化財「旧観慶丸商店」を会場に文化財レスキュー企画
展「おもひで写真帖」を開催した。この展示は、大学生
が作成した東北学院大学博物館編『おもひで写真帖～今、
蘇る鮎川～』（同館、二〇一八年三月三一日）をもとに
したもので、「鹿井写真」をもとに町並みの変遷をテー
マにした。（加藤）
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3.　鹿井清介さんの人生から鮎川を振り返る
鮎川で大工として数多くの家を建て、趣味のカメ
ラを片手に鮎川のひとびとの暮らしを、華やかだっ
た街の風景を収めてきた鹿井清介さん。今回この報
告書に掲載する写真を撮影した人物である。1932（昭
和 7）年 12月 3日生まれの現在 86歳である。ここ
では鹿井さんのこれまでの人生とともに捕鯨で栄え
ていた頃から現在に至るまでを振り返る。
3.1　生い立ちから鮎川に来るまで
鹿井清介さんは仙台市青葉区北材木町、現在の春日町の生まれで、1945（昭和 20）年 7
月に仙台空襲で焼け出されるまで仙台で暮らしていた。鹿井さんは鹿井家のひとり息子と
して生まれ、祖父、父ともに大工であった。しかし、不況の影響で大工では食べていけず、
鹿井さんの父・忠三さんは茨城県古河にあった乗員養成所で飛行機の整備士としても働い
ていた。そして、1945（昭和 20）年 7月 10日仙台空襲により仙台市中心部は焼け野原となっ
たのである。仙台市中心部に住んでいた鹿井さんの家も空襲により焼けてしまい、鮎川へ
来た。鮎川には鹿井さんの母・ゐなよさんの兄がいて、そこを頼って訪れた。鮎川に来て
一番初めは、一の鳥居のところにあった茶屋の建物を借りて 2ヶ月ほど暮らした。そこか
ら山鳥に移り、そこで6畳間と土間の倉庫を借りて3～4年ほど暮らしたという。鮎川に移っ
てきた当時、鹿井さんは尋常高等小学校の 1年生であった。鮎川の尋常高等小学校に通う
わけであるが、鹿井さんの妻・文子さんいわく都会から来た鹿井さんは着ている衣服から
持っている持ち物にいたるまで鮎川の子ども達とは違っていたという。
　その頃、傘なんて誰も持っていなかったもの。それに私たち、下駄はいて学校さ行っ
たけど、この人はちゃんと靴はいてたからね。
戦後、日本では深刻な食糧難に陥り、GHQはこの食糧危機を克服するために全国の漁
船と捕鯨船に出漁許可を出した。鮎川では、戦時中から戦う国民の食料確保のために捕鯨
は続けられていた。鯨肉は当時の日本の食料事情を支える重要なたんぱく源であった。鮎
川浜で捕鯨に携わるひとびとは、最も使命感に燃え、海の男として生きることに誇りを持
ち充実感を感じていたという。1947（昭和 22）年には、鮎川町立鮎川中学校が設立され
たり、黒崎開拓農業協同組合が設立され、戦後の復興へ向け歩み始めた。
鹿井清介さん（撮影 : 佐藤麻南）
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3.2　大工修行時代
鹿井さんが鮎川に来て 1年ほど経った頃、父・忠三さんが大工として再び働き始めた。
当時は、鮎川では捕鯨が全盛期を迎える頃であり、町はにぎわいを見せていた。さらには、
捕鯨のみならず、大謀網と呼ばれる大規模な定置網もかなり景気が良く、鮎川では小学校
の教頭先生を辞めて漁師になる人までいたほどであった。鹿井さんも本当は捕鯨船に乗り
たかったという。母・ゐなよさんの親戚に極洋捕鯨の捕鯨船に乗っている人がいて、“一
緒に捕鯨船に乗らないか”と誘われていたそうだ。しかし、父・忠三さんについて大工を
やるのがいいと思い、大工の道を選んだ。当時、鮎川にあった平山建築という工務店で父・
忠三さんは働いており、鹿井さんも初めの 2年は一緒に働いた。山鳥の家からまだ舗装さ
れていない狭い道を毎日大工道具を抱えて歩いたのだという。仕事が終わるころにはすで
に真っ暗で、周りは木が生い茂っていたため、月の明かりを頼りに空を見上げながら歩い
たことが思い出されると鹿井さんは話す。
父の元での大工修行は厳しく、現場でも家でもかなり怒られたそうだ。父の厳しい指導
は人前でもなされ、それがとてもショックだったという。しかし、父に厳しく仕事を叩き
込まれたおかげで鹿井さんは鮎川では誰にも負けない大工になれたと語る。
仕事はね、厳しかったよ。親父がすごく厳しい人で、家でもだけど、現場でもかなり
怒られたね。現場なんかでは、施主さんがいるでしょ ?　施主さんだけでなく、いろ
んな人が見に来ていてもお構いなしで怒鳴りつけられて、はたきつけられてね。あれ
は悲しかったね。陰で怒鳴られるならいいんだけど、みんないるところでだもの…。
鹿井さんが趣味であるカメラと出会ったのもこの頃である。カメラは元々父・忠三さん
が好きで、撮るだけでなく引き伸ばし機も自作し、自宅で行っていた。引き伸ばし機はレ
ンズが 2つ必要であったため、双眼鏡を解体しレンズを取り出して使った。枠は木で作り、
大きな皿に現像液を入れ、押し入れの中で写真の引き伸ばしをしていたという。そんな様
子を幼い頃から見ていた鹿井さんはおのずと写
真に興味を持っていった。自分で初めてカメラ
を持ったのは 18歳の時。当時、カメラは高級
品であり、よく “お父さんに買ってもらったの
か”と聞かれたそうだ。しかし、現場でもらう
ご祝儀を少しずつ貯めて自分のお金で買ったも
のだと鹿井さんは話す。大工見習いといっても、
家を建てると施主からご祝儀がもらえる。棟梁
より金額は少なくても、ひとりの職人としてご
祝儀をもらえたそうだ。それをコツコツ貯金し、 初めて買った “ミノルタ”のカメラ（撮影 : 佐藤麻南）
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仙台市中心部の一番町にあった「コセキ」というカメラ屋で初めてカメラを買った。
　自分で初めてカメラを持ったのは 18歳の時だったね。みんなからよく「カメラど
うやって手に入れたんだ ?」って、「お父さんに買ってもらったのか ?」って聞かれた
ね。でも違うんです。その頃にはもう大工になってたから。大工っていうのは、家を
建てると施主からご祝儀もらうんです。4人いたら 4人それぞれもらえるんだよ。建
前したらその日に 1回、そして完成したら 2回目。棟梁になると多くもらえるんだけ
ど、そのほかの大工もそれぞれにもらえるんだね。それをコツコツ貯めて仙台に買い
に行ったんです。一番町の「コセキ」っていうカメラ屋に買いに行ったの。
カメラを購入してからは、現場にも毎回必ず持って行ったという。そして、基礎ができ
たとき、上棟のとき、竣工のときなどのように家が出来上がる工程ごとに写真に収めていっ
た。ときにはその写真を施主に渡すこともあり、とても喜ばれたそうである。
　網地島で仕事しているときだったかな。捕鯨船がちょうどクジラを船につけて港に
入っていくところが見えて、カメラ持ってたもんだから、「あぁ !」と思って、仕事そっ
ちのけで写真撮りに行ったんだね。親父も一緒に仕事してたんだけど、おれが写真好
きなの分かってるから何も言わなかったんだ。もう夢中で写真撮ったね。1時間くら
いは仕事そっちのけで写真撮ってたんじゃないかな。
鹿井さんが大工として修行を積んでいた時代、鮎川では捕鯨が最盛期を迎え、町はにぎ
わいを見せていた。1953（昭和 28）年には鯨まつりが始まり、毎年多くの人が鮎川に集まっ
た。鹿井さんもお祭りのときだけは仕事を休み、カメラを持って写真を撮りに出かけたと
いう。そのなかでも鯨まつりの花火を写した写真は鹿井さんにとっても印象に残っている
そうだ。毎年、当時鮎川中学校で先生をしていた人と一緒に、花火を撮りにでかけた。シャッ
ターを開けっ放しにして、うちわを使い、
レンズにかぶせたり開いたりして花火を
何発も重ねて撮影する。当時は毎年夢中
になって花火を撮影したという。よく撮
れた写真は貸してほしいと頼まれ、鮎川
中学校に長い間飾られた。一緒に花火を
撮ったというその先生は、当時最新だっ
たアサヒペンタックスの一眼レフのカメ
ラを持っており、すごくうらやましかっ
たと鹿井さんは話してくれた。花火と捕鯨船（撮影 : 鹿井清介）
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写真の現像は、丸良丸の鈴木さんが家の
蔵に暗室を持っていたので、借りて現像の
仕方を教えてもらい、お祭りがあるとその
日のうちに撮った写真のすべてを現像す
る。ときには夜通し作業していたことも
あったという。
鹿井さんが大工見習いとして修行を積ん
でいたころ鮎川では、捕鯨が最盛期を迎え
ていた。ほかの捕鯨基地とは異なり、鮎川
には大洋漁業、極洋捕鯨など大手の捕鯨会
社がこぞって事業所を設置した。金華山沖の漁場がいかに注目されていたかをうかがい知
ることができる。鮎川には全国から仕事を求めて人が集まってきた。捕鯨船に乗りクジラ
を捕る人、揚がったクジラを解剖する人（鮎川ではクジラの解体を解剖という。）、捕鯨会
社で働く人、鯨肥作りをする人、クジラの工芸品を作る人など多くの人がクジラにまつわ
る仕事をしていた。また鮎川では、大手の捕鯨会社による大型捕鯨とは別に、地元資本の
家業としての小型沿岸捕鯨が行われていた。大型捕鯨とは異なり、鮎川沿岸で主にミンク
クジラを捕り、食用を目的としていた。これにより鮎川では、クジラを生で食べる文化が
根付き、今でもミンククジラの刺身は鮎川の人たちにとってソウルフードとなっている。
町がにぎわいを見せていた 1953（昭和 28）年、初めて鯨まつりが開催された。消防団
が中心となり町民一同が参画し、各地区の婦人会のメンバーが仮装をしたり、出し物をす
る。毎年各地区ごとに工夫を凝らした出し物が行われ、盛り上がりを見せていた。当時の
様子は鹿井さんの写真からも分かる。多くの人が皆同じものを見つめ、楽しそうな様子が
伝わってくる。
2.3　一人前の大工として
鹿井さんが一人前の大工として活躍し始めたころ、鮎川には 5～6軒の大工がいたとい
う。鮎川という狭い地域の中でこれだけ大工がいたにもかかわらず、皆忙しく働いていた
そうだ。それほどまでに鮎川は景気が良かったのである。鹿井さんへの依頼も多かった。
近所の船主たちがこぞって鹿井さんのところへ来て、次々と家を建ててほしいと依頼が
あったという。最長で 4年待ってもらったこともあったほどだという。
　鮎川に大工は 5～6軒いたんだよ。この狭い中にだよ。それでもみんな「清介、清介」っ
てね、辺り近所の船主さんたちがみんな鹿井にやってもらうんだって、お客さん来る
んだから。
昭和 30年頃の鯨まつり（撮影 : 鹿井清介）
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そのなかでも鹿井さんにはこれまで建ててきた
家のなかで忘れられない家があるという。鹿井さ
んが 45歳（昭和 52年）のときに建てた網地島の
松尾丸、当時は船主の施主が多く、皆屋号で呼ん
でいた。たいていの現場は半年程度で終わるとい
うが、この現場は着工から竣工まで 1年かかった。
家の設計から材料にいたるまでこだわって建てた
のだと鹿井さんは話してくれた。現場は網地島で
あったが、これまでも網地島には何棟も建ててい
たという。むしろ鮎川よりも網地島の方が多かったほどだそう。急に鹿井さんのところへ
「家を建ててほしい」という依頼の電話がかかってきた。そのときは施主のことを知らな
かったというが、「いくらかかってもいいからセンガイ造りでどこにもない家を建ててほ
しい」という依頼をされた。驚いたのは、契約のとき手付金だといって見たこともないよ
うな大金を持ってきたことで、そこから当時の景気の良さがうかがえたという。
　網地島の松尾丸、あれほど印象に残っている家はないね。松尾丸のことは知らなかっ
たんだけどね、急に家を建ててほしいって電話がかかってきたんだね。契約のとき、
港まで迎えに行ったんだよ。そしたらビニール袋下げてきて、魚でも持ってきたのか
なと思ったんだ。家に着いたらテーブルの上にその袋置いて、手付金だって。大金が
入ってたんだよ、ただのビニール袋に。あんな大金初めて見たよ。当時はね、かなり
景気が良くて、網地島なんかは捕鯨より儲かってたんでないかな。
そのとき鹿井さんはセンガイ造りを知らなかったというが、唐桑でセンガイ造りで家を
建てていると聞き、見に行った。カメラを持ち、大工ということは伏せて 2日間かけて唐
桑を回ったという。建築中の家を訪ね、現場の大工に「見てみたいから見せてください。
写真撮ってもいいですか ?」と声をかけたそうだ。どの現場も快く見せてくれたという。
そこから約 1ヶ月かけて図面を描き、材料は施主のこだわりで、青森ヒバを使うため、青
森県の下北や津軽にまで調達に行った。材料調達のために青森には 3回は行ったという。
材木屋や製材所を何軒も回り、一番安くしてくれるところを探したそうだ。大間町奥戸に
ある高橋製材所というところが一番安く、さらには旦那さんと奥さんの人柄に惹かれ、決
めたという。そこでトラックも手配してもらい、最終的に希望の半値で仕入れることがで
きたと鹿井さんは話してくれた。高橋製材所で鮎川までの地図を描き、トラックで運搬し
てもらう手配をしたという。
鮎川港からは石巻の丸本組の船を借りて網地島まで運んだ。いつもなら日本捕鯨の八竜
丸を借りて運ぶそうだが、このときは木材の量が多く八竜丸では運べなかったのである。
上棟の様子（撮影 : 鹿井清介）
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島に下ろしてからは島民総出で木材を担いで現場まで運ぶ。網地島の場合は現場までの移
送手段がないため、どの現場であっても、毎回島民総出で材料を運ぶという。とても大き
い家だったので上棟するのにも 3日はかかった。そのくらい大きな家だったと鹿井さんは
話す。工事中、普段であれば奥さんの文子さんが泊まり込みで鹿井さんをはじめとする大
工、ほかの職人たちの食事の世話をするのだが、この現場では施主の空き家を借りて寝泊
まりをし、食事もすべて施主が用意してくれたそうだ。工事中は、漁にも出ずにずっと工
事の様子を見ていたといい、「ずっと見てたからやりにくかったね（笑）」と鹿井さんは話
してくれた。
四方を海に囲まれ、耕地も少ない網地島では、人々は古くから漁業で暮らしていた。明
治、大正、昭和にかけて長渡浜は沿岸漁業を中心として発展し、網地浜は昭和に入ってか
ら遠洋漁業では県内一の先進地として近代的な資本制漁業を発展させた。大正期から昭和
期にかけて日本では水産業界に漁船の大型化の気運が起こり、漁場も沿岸から遠洋へと拡
大していった。三陸漁場へも関東、関西方面の大型漁船の姿が見られるようになり、網地
浜では農林省の助成金を受け、県下に先駆けて大型漁船網地丸を建造して遠洋へと進出し、
遠洋漁業の基地としての基礎を築いた。近代捕鯨の基地として栄えた鮎川に負けず劣らず、
遠洋漁業で栄えていた。
3.4　大工引退
鹿井さんが大工を引退したのは 55歳（昭和 62年）のとき。回りからは早すぎると止め
られたというが、この歳になり高いところでの作業に恐怖を覚えたという。屋根の上での
作業は若手の弟子には任せられない仕事であり、それができなくなったら引退するという
鹿井さんのプロ意識があった。
大工を引退したあとは、風呂釜のセールスをしていたという。これまで職人一筋で生き
てきたため、人と話すことは苦手だったそうだ。この経験があったからこそ今、自分の人
生や写真のことを色々な人に話せるのだと笑顔で語る。大工は辞めても、出かけるときは
必ずカメラを持って行く。「昔は残りのフィルムの枚数を気にしながら写真を撮っていた
けど、今はデジタルだから枚数を気にせず撮れるからいいね」と話す鹿井さんが印象的で
あった。
1982（昭和 57）年、国際捕鯨委員会により商業捕鯨のモラトリアムが採択された。そ
れに伴い鮎川でも、産業としての捕鯨から観光としての捕鯨へとシフトしていくことにな
る。（佐藤）
4.　本報告書の構成
本報告書は、加藤幸治が全体編集を担当し、鹿井清介さんが撮影した写真とその背景に
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ついての調査と整理作業をまとめたものであり、全体のタイトルを「浜の棟梁・鹿井清介
が撮影したくらしと祭り : 鮎川浜　1950年代」とした。本報告書は、次の二つの内容で
構成している。
最初の「鮎川浜の「黄金時代」の古写真と浜の棟梁・鹿井清介」は、鹿井清介さんの略
歴と、1950年代の鮎川浜の概要について説明したもので、加藤幸治と佐藤麻南（東北学
院大学大学院文学研究科アジア文化史専攻博士前期課程）の共著である。鹿井さんの略歴
部分は、佐藤麻南が製作を担当した東北学院大学博物館編『おもひで写真帖～今、蘇る鮎
川～』（同館、二〇一八年三月三一日）の紹介文を大幅に加筆修正したものである。
次の「写真引き 60年前の鮎川浜のすがた」は資料紹介である。ここでは、「鹿井写真」
を佐藤麻南と加藤幸治が整理し、そのうち公開できるものすべてを掲載した。また、加藤
幸治ゼミナール学生らが、二〇一七～二〇一八年にわたって現地での聞書きによって収集
したデータをもとにまとめたものである。この調査は、文学部歴史学科三年生開講の「民
俗学実習」における調査の一環で行われ、鮎川浜のみなさんや特別養護老人ホームおしか
清心苑の入所者のみなさんの協力を得て行った。これをもとに、加藤幸治・佐藤麻南・成
澤正博（鮎川の風景を思う会）の共同作業で写真引きのデータとして整え、鹿井清介さん
の掲載許可を得てここに掲載した。（加藤）
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